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リサイクルシステム構築に向けた論点と具体的検討方法
（案）

資料４



中間とりまとめにおける論点と留意点

2

【論点】
①対象品目・対象鉱種の設定
・レアメタルの含有状況等を踏まえた対象品目の設定
・既存システムとの整合性
・産業におけるニーズ等を踏まえた回収対象鉱種の設定
②リサイクルシステムの必要性
・費用対効果を踏まえたリサイクルシステム必要性
・市場原理に委ねた場合の問題点を踏まえた選択すべきシステム
③リサイクルシステムの持つべき性格
・回収率の確保
・広域的な回収
・レアメタルを回収するインセンティブ
・海外流出を防ぎ、ロットを確保する静脈物流
④技術的課題
・中間処理技術の向上
・特定の鉱種の抽出技術の確立
・環境管理の必要性や方法

【留意点】
①希少性、代替性、偏在性、輸入依存率、市場規模、価格安定性等を踏まえた鉱種別のリサイクルの必要性。
②小型家電以外の製品のレアメタル使用量やレアメタル回収量、既存スキームにおけるレアメタル回収可能性
等を見極めた上での小型家電以外も含めたレアメタルリサイクルの検討の必要性。

→これらの論点・留意点をとりまとめるにあたり、リサイクルシステムのあり方（枠組み）についての議論の必要性
が指摘された。今後は、システムのあり方に踏み込んた議論を進める必要がある。
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リサイクルシステムの検討の進め方（案）

中間とりまとめにおける論点・留意点を踏まえ、以下の手順でリサイクルシステムの構築につ
いて検討を進める。

２．対象鉱種・対象品目の選定

１．リサイクルシステムの目的・必要性の整理

３．社会的仕組みのオプションの検討

資源確保、環境管理、廃棄物対策、静脈産業の創出・振興等の観点から総合的に検討。

リサイクルシステムの目的・必要性を踏まえつつ、リサイクルの対象とするべき鉱種を検討し、
当該鉱種の含有状況、今後の使用済製品の排出見込み等を勘案し、リサイクルの対象とす
べき品目を選定。

リサイクルシステムの目的・必要性や持つべき性格、関係者のニーズ・スタンス等を踏まえ、
関係主体の連携や役割分担等の観点から検討。

４．リサイクルシステムのオプションの評価

経済性、効果・影響、政策措置の必要性等の複数の評価軸で評価するとともに、総合的にメ
リット・デメリットを整理。

（１１月上旬頃／第５回リサイクルシステムＷＧ）

（１１月上旬頃／第５回リサイクルシステムＷＧ）

（１１月下旬頃／第６回リサイクルシステムＷＧ）

（１２月中旬頃／第７回リサイクルシステムＷＧ）
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リサイクル対象鉱種・品目の選定に向けたファクトの整理（案）
（１）鉱種別の需給動向等の実態の把握

市場の動向
需要：世界全体での需要・用途、国内の需要・用途
供給：可採年数、埋蔵量、生産国、輸入相手国、主要生産者
産出国の動向（鉱業政策、政情不安 等）
主要生産者の動向（生産計画、方針 等
価格：上昇率、変動率
海外権益獲得の状況

備蓄の状況
代替材料開発（使用量の削減も含む）の状況
リサイクルの状況
工程くず・最終製品別のリサイクル率／量
その他の特記事項
製造技術等に係る特許関連情報 等

小型家電以外の製品（ＰＣ、家電製品、自動車）のレアメタル等の含有状況の把握
主要な製品の使用済製品の排出実態、中古市場、海外への流出実態の把握（製品フローの把握）
国内における今後の需要（生産）の見通しの把握

主要な小型家電の使用済製品の排出実態、中古市場、海外への流出実態の把握（製品フローの把握）
国内における今後の需要（生産）の見通しの把握

（３）小型家電以外の品目のレアメタル等の含有実態等の把握

（２）主要な小型家電の使用済製品の排出実態等の把握

【参考】鉱種別のリサイクルの必要性、可能性、有効性の評価のイメージ
リサイクルの
有効性

探鉱開発
の状況

備蓄 需要の見通し
代替材料
開発状況

○○ 有／無 有／無
○○分野で○○トンの需要

が発生する見通し
　実証段階／
確立段階

○○トンの排
出見通しあり

　実証段階／
確立段階

有／無 ○○トン

需要 原料（使用
済製品等）
の確保

経済性技術開発状況
鉱種

回収可能量
総合評価

供給リスク（価格・量）

○○への偏在性が高く、輸
出制限の動きあり

その他

リサイクルの必要性 リサイクルの実行可能性

供給
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リサイクルシステムの検討方法（案）

対象鉱種の
オプション

対象品目の
オプション

社会的仕組みの
オプション

関係者（自治体、中間処理、製錬、ユーザー）のスタンス

○経済性：システムの構築に経済合理性があるか
○効果・影響：システムの目的（資源の安定供給確保、有害物質管理、最終処分場対

策、静脈産業の振興等）の達成にどの程度の効果が期待できるか、関
係主体にどのような影響があるか

○政策措置の必要性：社会的仕組みを機能させるための政策措置の必要性、
どのような政策措置が必要か 等

× ×

オプションの組合せで複数のリサイクルシステム

対象鉱種・品目について考え方を整理し、考え方に応じた具体的な対象鉱種・品目について具体的に提示
する。鉱種や品目の考え方を整理する際には、関係者のスタンスを併せて把握する。

論点でまとめた「リサイクルシステムが持つべき性格」を有した社会的仕組みを複数提示し、併せて、関係
者のスタンスも把握する。

それぞれのオプションの組合せによるリサイクルシステムを経済性、効果・影響、政策措置の必要性等の
複数の評価軸で評価し、総合的にメリット・デメリットを整理する。

※関係者のスタンスは
システムの経済性や
実現可能性等に影
響する

※貴金属・ベース
メタルも対象とする
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リサイクルシステムの検討方法（案）

対象鉱種の
オプション

対象品目の
オプション

社会的仕組みの
オプション× ×

例）
・比較的容易に抽出できるもの
（鉱種）Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・

・ユーザーのニーズが極めて高いもの
（鉱種）Ｘ，Ｙ，Ｚ，・・・

・安定供給への不安が極めて高いもの
（鉱種）Ｐ，Ｑ，Ｒ，・・・

・・・

例）
・レアメタルの含有量が多いもの
（品目）Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・

・一定の排出が期待されるもの
（品目）Ｘ，Ｙ，Ｚ，・・・

・自治体による処理が比較的困難なもの
（品目）Ｐ，Ｑ，Ｒ，・・・

・・・

例）
・自治体と非鉄製錬業者が連携し
た回収・リサイクル
・事業者間連携による回収・リサイ
クル
・広域的な静脈物流の構築
・・・
※それぞれについて役割分担や
費用分担も例示

・○○業界から強い期待
・○○は必要性を感じていない

・○○は回収に前向き
・○○は自主的な取り組み準備

・○○はＡをリサイクル原料として強く期待
・Ｐは大きすぎて○○には回収が困難

システムの概要 メリット デメリット

リサイクルシステム①

リサイクルシステム②

・・・

※必要に応じ、一般廃棄物・産業廃棄物ごとに整理
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鉱種別の需給動向等のファクトの整理（案） 参考
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鉱種別の需給動向等のファクトの整理（案） 参考
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ストックヤード リサイクルプラント
一次
物流

家電排出 二次
物流

自治体回収
「燃えないゴミ」等

非鉄製錬

Cu, Zn, Pb,
Au, Ag

Pd, Sb, Bi

基板等

鉄スクラップ等

中国等の海外

最終処分場

廃家電

（基板等込み）

家
電
4
品
目

小
型
家
電

金属資源の海外流出と環境汚染（イメージ）

不用品回収業者等

輸出商社
リユース業等

不適正処理

家電リサイクル法

－5,000円

0円（＋5円）

0円

家電排出

家電排出

スラグ

レアメタルが
未回収

適法

検討の必要あり

ルートの一部が違法
の可能性あり

有用金属が
埋立処分

不法投棄

※この図は全てのフローを網羅しているわけではなく、問題点を明確にするためのフローである。

参考

http://www.news.janjan.jp/world/0511/0511140151/img/photo68931.jpg
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銅のマテリアルフロー

40万トン

10万トン

参考


